
ᤵᴗの⫼ᬒ 
おⲔが日本に伝᮶したのは、いろいろなㄝがありますが、ዉⰋ時௦・ᖹᏳ時௦にはᡃが国にお

Ⲕが伝᮶していたといࢀࢃています。ዉⰋ時௦ึᮇ㸵㸷㸰年に⪷Ṋ天ⓚが⾗ൔにⲔを㈷ったとい

うグ㘓や、᭱⃈・✵海などの␃学ൔが၈より✀子を持ちᖐったというㄝがあります。௨᮶、おⲔ

は㸯㸰㸮㸮年௨上にࢃたって日本でぶしまࢀてきました。日本の食事には欠かすことのできない

㣧み物となっているおⲔを通して㺀日本ᆺ食生活㺁࡬の理ゎを深めるᤵᴗです。 

ちょっと教材研究 
おⲔと೺ᗣ 

Ⲕのᡂ分には、࢝࢟ࢸン（࣏ࣜフ࢙ࣀール）、࢝フ࢙イン、ࢽ࢔ࢸン（ࣀ࣑࢔㓟）、ࣅタ࣑ン 

C・㸿・㹀・Ｅ、࣑ࢿラル類などがྵまࢀています。おⲔを㣧むことは、೺ᗣにつながることだ

けではなく、㸯㸵ୡ⣖のⱥ国では୓能⸆としても㔜ᐆさࢀていました。 

、ン…ᙉ力なᢠ㓟化作用で、㐣๫に生ᡂした活ᛶ㓟⣲を分ゎし࢟ࢸ࢝

࢞ンᢚไ、⪁化㜵Ṇຠ果がある。 

࢝フ࢙イン…╀気ぬまし。㢌をすっきりさせる。

。ン…⾑ᅽపୗ作用ࢽ࢔ࢸ

 タ࣑ン類…ᢠがん作用、動⬦◳化㜵Ṇຠ果ࣅ

⣲による⹸ṑண㜵作用ࢵラル類…ள㖄による味ぬ␗常㜵Ṇ作用、フࢿ࣑

➼ ンによるᢠ㓟化・࢞ンண㜵作用ࣞࢭ

また、୺食・୺⳯・๪⳯を⤌み合ࢃせた「日本ᆺ食生活」は、೺ᗣのಖ持増㐍にඃࢀた食事で

あるとともに日本≉᭷の食文化であり、おⲔはその「日本ᆺ食生活」に深く᰿ࡊしています。「汁

物」を加えると、ሷ分ᦤ取㔞が㧗くなりやすい⊩❧の日は汁物の௦ࢃりにおⲔや水をとるとよい

です。 

（一汁୕⳯）㸩 （おⲔ）  
2015年、㸳᭶に国❧࢞ン研究ࢭンターがⓎ⾲した『⥳ⲔとṚஸ・ṚᅉูṚஸ、ࢥーࣄーとṚஸ・

ṚᅉูṚஸについて』というㄪᰝ研究においても、⥳Ⲕを⩦័的にᦤ取する⩌において、⏨ዪの

全ṚஸࣜスクがపいということがⓎ⾲さࢀています。 

ちょこっと食育 
年㱋を⾲す言葉に、「Ⲕᑑ」があります。Ⲕの₎Ꮠを分けるとఱṓを示すのかࢃかります。⟅え

は、ⲡかんむりを「༑」と「༑」に分け、ୗの㒊分の「ඵ༑ඵ」と㊊して㸯㸮㸶ṓです。⥳Ⲕを

㣧むと、೺ᗣで㛗生きできると言ࢀࢃていることにも関係があるとᛮࢀࢃます。また、Ⲕの₎Ꮠ

のୗの㒊分の「ඵ༑ඵ」は᪂Ⲕを作る「ඵ༑ඵኪ」を⾲しているとも言ࢀࢃています。௚にも年

㱋を⾲す言葉に、「米ᑑ」があります。米の₎Ꮠを、「米」を「ඵ」「༑」「ඵ」に分けて㊊して㸶

㸶ṓを⾲します。おⲔは、このように私たちの生活に深く᰿ࡊしているのです。
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お茶とことば 対象学年：小学 5年生 

１．授業の背景 

２．教科等との関連

家庭科 和食 

３．ねらい 

茶のつく言葉やことわざなどを考えることを通して、お茶は昔から日本人の身近なものであ

り、親しまれてきたものであることに気付く。 

４．展開 

児童の学習活動 指導上の留意点 資料 

５

分 

1）「○○茶」という名前のお茶を考える。 

※緑茶、紅茶、麦茶、玄米茶、抹茶、ほ

うじ茶、ごぼう茶、どくだみ茶 等

2）「○○茶」について、茶葉をつかって

いるお茶、茶葉を使っていないお茶に分 

ける。 

・子どもたちの発言を黒板に書き

出す。

・緑茶、紅茶、ウーロン茶は同じ

植物から作られていることを知ら

せる。

・ツバキ科ツバキ属に属する「茶

の葉」や「茶の芽」以外のものか

ら作られるものも「お茶」とよば

れていることに気付かせる。

・実際に植物の葉の写真を見せる

ことによって理解を深めるように

する。

お茶の写真 

５

分 

3）「茶」のつく言葉について考える。 

※茶番、茶化す、無茶、お茶を濁す、茶

寿、茶々をいれる 等

・グループに分かれ、ことわざや

熟語などから自由に出し合い、カ

ードに書く。辞書などから探して

もよい。

・普段何気なく使っている言葉の

中には、「茶」のつく言葉がたくさ

んあることに目を向けさせる。

国語辞典 

５

分 

4) 茶のつく言葉の語源について考える ・「日常○○事」の○○に入る言葉

を考えることによって、お茶のあ

る暮らしが日常茶飯事であるよう

にという意味に気付かせ、お茶は

昔から日本人の身近なものであ

り、親しまれてきたものであるこ

とに気付くようにする。 

(1) 「和食」とは
～ 学校編 １１ ～
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(1) 「和食」とは
～ 学校編 １２ ～
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(1) 「和食」とは
～ 学校編 １３ ～
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